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かる本態的療法 (これ には主と して Allergen




































































ー 82- 川 合
興奮剤 (EphedrineHCl,IsoproterenoIHCl
等)及び副腎皮質 ホルモ ン剤 (Prednisolone,
Triamcinolone,Dexamethasone,Bethameth-


































胸部研紀要 第6巻 第1号例,先行薬後行来の効果がほぼ等 しいとす
るもの5例,後行薬が良かったとするもの7例であった｡ 別

























































































衷10 効 果 の 判 定
効果 の判定 男 子 女
署 功
有 効

















の (ス トメ リンD)で,42症例の慢性閉塞性気





















TJh'i調である｡ しか し大多数o)病者は, この大切
な時期を只慢燕と過 し,一般の喘息治療葉が効
かな くな り,止むな く.甘腎皮質ホルモ ン剤を使
用 しなければならなくなる迄の申問的な対症基
として 吸入薬 を使用 している場合が少な くな
い｡吸入薬はあ くまでも本態的療法を行ない始
め,その治療効果が現われるまでの問に起 る発












calMediatorの遊離を阻害す るという全 く新 し
- 84-






" 1 1 tl H
/＼ク 馬/＼o/＼COONa
い型の作用を持ち, キサ ンチン系薬剤, 交感
神経興奮剤や副腎皮質ステロイ ド剤使用の際に
みられる様な副作用 のみられ ない薬剤 として
Disodium Cromoglica√te(インタール)20',21'が
使用 されるようにな って きた｡ この薬剤 は
ChemicalMediatorに対する直接の括抗作用は
ないので嘱息発作そのものには無効であるが,
その前段階で働 くもので,我 々も約20例に対 し
て現在治験 中であるが,現在までの使用感とし
ては atopicの typeの小児には殊に有効で,使




た症例 も認められた｡ しか し全例に有効という
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